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セイス W.  M.  F. ペトリー
J. ガースタング
メロエのシティサイトを発掘
友人関係？
メロエ遺跡の
発掘を勧める
メロエ土器を寄贈
エジプトの遺物を寄贈
　　師事
京都を訪れ面会
濱田耕作
こうして、スーダン・メロエの土器は京都大学にやってきた！
　左のラベルは、土器とともに保管されて
いたものである。「埃及スダン」、「エジプト
スーダン」と併記してあるのは、左記の
理由によるもので、ラベルを作成した時点
では、決して誤りではない。
　また、「ガールスタング」は、上写真の
ガースタングのことである。
① ② ③
④
⑤ ⑥
⑦
⑧
⑨
考古学資料目録にエジプト資料として紹介された土器破片
メロエ遺跡内の様子とルーブル美術館所蔵メロエ土器
ニューズレターで新たに紹介した土器破片
⑩
⑪
⑫
⑬ ⑭ ⑮
⑯ ⑰
⑱
　①から⑱の土器破片は、土や顔料
も類似している。
紀元１世紀から４世紀にメロエ遺跡
周辺で生産されていた資料と考えられ
る。土器外面には筆書きやスタンプ、
内面には筆書きで、エジプトやローマ
に起源をもつデザインを施すのが特徴
である。
　　　
　現在のエジプトとの国境は、ナイル川第２急湍の少し
北に位置してるが、紅海沿岸側のハラーイブ地区では、
両国が所有権を主張する三角地帯が存在する。
古代においては、国境が政治的状況により時期によって
第２急湍から第４急湍の間で変動していた。
　京都大学総合博物館の所蔵資料は
破片であるが、実際には、左写真の
ように鉢形・ビーカー形・コップ形
に復元できる。
　通常この土器は、ピラミッド群の
ような墓から出土し、通常、人々が
住まう場所からの出土は少ない。
しかし、ガースタングが発掘を行っ
たのは居住地で、寄贈された土器も
そこから出土したものである可能性
が高い。そういった意味でも、この
土器資料がもつ価値は高い。
　メロエ土器は、「エジプト資料」
として日本に贈られてきた。
　しかし、スーダンの歴史文化を
主体として研究を進めた時、それを
「エジプト資料」という位置づけだ
けに留めておくことが難しいことも
示している。一つの資料が指し示す歴史は、つねに現代の環境や　　
研究者の視点とも深くかかわる。 また、言葉は通じなくても資料
を通して共通の理解に到達することもできる。
　濱田耕作が伝えたかった考古学は、時の流れと文化の領域を
現代と対話しながら追及する物質科学。日本から世界を世界から
日本をボーダレスに見つめる「昔話ぢゃない考古学」なのだ！
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